


本展では2013年に修復・復元された《高木フォーン》《川上

フォーン》、2015年に京都市立芸術大学で修復・復元された《桂

フォーン》《渡辺フォーン》、2017年に東京藝術大学で修復・

復元された《勝原フォーン》が集います。また、子ども用の教

育音具として開発されたパレット・ソノールや、バシェの原理

を用いた小型の音響彫刻も合わせて展示します。

 さらに、修復に至るまでのアーカイブの公開や、週末のコン

サートやパフォーマンス公演、ワークショップなど、多彩なイ

ベントを展開することで、個性的で鮮烈なアコースティック音

を放つ構造を持ったバシェ音響彫刻の魅力をさまざまな角度か

ら紹介し、その秘密と潜在性に迫ります。

「バシェの音響彫刻」とは、ベルナール・バシェ（1917–2015）、

フランソワ・バシェ（1920–2014）の兄弟によって考案された音

の鳴るオブジェです。ニューヨーク近代美術館（MoMA）、パリ

装飾芸術美術館など世界各地で活発に展覧会や演奏会が開催さ

れました。

 1970年の大阪万博において、鉄鋼館のディレクターであっ

た作曲家・武満徹から音響彫刻の製作を依頼されたフランソ

ワ・バシェは、来日して17基の音響彫刻をつくりました。1基1
基すべて形状が異なる作品は、響かせるサウンドもさまざまで、

誰もが音を出して楽しむことができるものです。しかし万博閉

幕後、音響彫刻はすべて解体され、倉庫に保管されたまま世の

中から忘れられていきました。約40年後の2010年、旧鉄鋼

館が「EXPO’70パビリオン」として再開するのを機に、音響

彫刻を修復・復元する計画が進み始めました。現在までに6基
が修復され、音の出せる状態で保管されています。

バシェ音響彫刻
5基の大型フォーンが集結！
音出し体験もできる過去最大規模の展示　

研究成果
音響彫刻の修復調査や体系的なアーカイブの作成、
創造的な可能性の探求について紹介

2015 年に始まった、京都市立芸術大学と東京藝術大学によるバシェ音

響彫刻共同研究の道のりと修復過程、2015 年より開催されているコン

サートやシンポジウム等の資料展示。京都市立芸術大学の研究チームに

よって結成された「アンサンブル・ソノーラ」を中心に、多彩なアーティ

ストによるコンサートやパフォーマンスを本展会期中に開催。

《桂フォーン》《渡辺フォーン》《勝原フォーン》

《川上フォーン》《高木フォーン》

教育音具《パレット・ソノール》

新作《冬の花》、新作《RS00プロトタイプ》

映画「バシェ音響彫刻」（ジャック・バルザック

監督）、70年万博当時の展示風景、音響彫

刻修復後のコンサート映像（2013年、2015年、

2017年、2018年、2019年セレクション）など

70年万博当時の展示風景

アンサンブル・ソノーラ

画像提供｜大阪府、京都芸術センター（撮影：守屋友樹）

アーカイブ映像
貴重な映像でバシェ音響彫刻を
より深く知る

バシェ音響彫刻は耳に響くだけでなく、身体に共振し、心の底の何かをゆり起こす。
          これは古い修復楽器ではなく、新たな発見をもたらす音の未来装置かもしれない。
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